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「
こ
こ
ろ
を
耕
す

」

　京
都
市
立
大
宅
中
学
校

　
　
　
　
　
　
校
長
　
椋
本
　
久
雄

  
平
素
は
，
大
宅

小
学
校
，
大
宅
中

学
校
の
児
童
生
徒

の

「
安
心
・
安

全

」
の
見
守
り
活

動
を
は
じ
め
，
子

ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
関
わ
る

様
々
な
活
動
に

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

　
大
宅
中
学
校
で
は
，

「
挨
拶
が
で

き
る
　
時
間
が
守
れ
る
　
人
の
話
が

し

っ
か
り
聴
け
る

」
生
徒
の
育
成
を

目
指
し
て
教
育
活
動
を
行

っ
て
い
ま

す

。
そ
の
た
め
に
は
，
ま
ず
教
職
員

が
手
本
と
な

っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

。
地
域
の
皆
さ
ん

が
，
学
校
へ
お
越
し
に
な
ら
れ
た
時

や
地
域
の
会
合
な
ど
で
，
元
気
な
挨

拶
が
交
わ
せ
る
生
徒
，
教
職
員
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

　
さ
て
，
次
期
学
習
指
導
要
領
で

は
，

「
道
徳
の
時
間

」
が

「
特
別
な

教
科

」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す

。
本
校
で
は
，

「
道
徳
の
時

間

」
を
大
切
に
し
，
道
徳
的
実
践
が

で
き
る
子
を
目
指
し
て
，
日
々
取
り

組
ん
で
い
ま
す

。
大
宅
の
子
ど
も
達

一
人
一
人
を
，

「
よ
り
良
い
生
き
方

を
考
え
，
判
断
し
，
行
動
で
き
る

」

児
童
生
徒
に
育
て
る
た
め
に
，
わ
れ

わ
れ
学
校
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
な

く
，
地
域
の
大
人
の
皆
様
方
の
お
力

添
え
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

。
今

後
と
も
，
学
校
と
大
宅
地
域
と
の
連

携
を
し

っ
か
り
図
り
な
が
ら
教
育
の

推
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す

。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す

。
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「
思
い
を
持
ち
寄

っ
て

」

大
宅
地
域
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

大
宅
中
学
校
P
T
A

　
　
　
　
会
長
　
粟
田
　
卯
一

　　
皆
様
方
に
は

、

大
宅
地
域
生
徒
指

導
連
絡
協
議
会
の

活
動
に
ご
協
力
を

賜
り

、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

　
先
日

「
リ
ン
ゲ
ル
マ
ン
効
果

」
と
い

う
言
葉
を
聞
き
ま
し
た

。
こ
れ
は

、
集

団
で
活
動
す
る
場
合

、
人
数
が
増
え
れ

ば
増
え
る
ほ
ど

、
1
人
あ
た
り
の
貢
献

度
が
下
が
る
効
果
だ
そ
う
で
す

。
こ
の

事
を
証
明
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
実
験

で
は

、
1
人
で
綱
引
き
を
す
る
場
合
は

十
割
に
近
い
力
を
出
し
ま
す
の
で

、
綱

を
引
く
人
数
が
増
え
れ
ば
比
例
し
て
全

体
の
引
く
力
が
増
え
て
い
く
は
ず
で
す

が

、
実
際
に
は
減

っ
て
い
き

、
８
人
で

綱
を
引
い
た
時
は

、
1
人
当
た
り
の
出

す
力
は
五
割
に
し
か
な
ら
な
い
こ
と
が

証
明
さ
れ
た
そ
う
で
す

。

　
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
地
生
連

の
活
動
は

、
リ
ン
ゲ
ル
マ
ン
効
果
の
逆

に
当
た
る
と
思
う
の
で
す

。
一
人
ひ
と

り
が
地
域
の
た
め
に

、
子
ど
も
達
の
た

め
に
と
の
思
い
を
持
ち
寄
り

、
合
わ
さ

る
こ
と
に
よ

っ
て
１
人
で
は
為
し
得
ら

れ
な
い
こ
と
も

、
皆
で
協
力
す
る
こ
と

に
よ

っ
て

、
繰
り
返
し
活
動
を
進
め
る

こ
と
に
よ

っ
て
為
し
得
ら
れ
て
く
る
活

動
で
あ
る
と
思
う
の
で
す

。

　
今
年
度

、
地
生
連
の
活
動
を
通
し

て

、
大
宅
学
区
は
地
域
と
の
絆
が
強

く

、
温
か
み
の
あ
る
学
区
で
あ
る
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た

。
こ
れ
も
地
域
の
皆

様
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
長
年
の
見

守
り
の
お
陰
で
あ
る
と
思
い
ま
す

。

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て

る

」
と
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
元

、
思
い
を

持
ち
寄

っ
て
い
た
だ
き

、
安
心
・
安
全

な
街
づ
く
り
を
目
指
し
た
活
動
を
進
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

、
引
き

続
き
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す

。

　　　　　　　　　　　　世代を超えた地域の皆様と中学生の交流が実現しました！
　
　１０月６日、「地域の子どもは地域で守る」を合言葉に、昨年に引続き「ふれあいトーク大宅中」を開催しまし
た。　地域の方の子どもを育む気持ち、生徒たちの地域に見守られている実感、お互いの気持ちがふれあっ
て、会場はあたたかい空気に包まれました。
　スライド上映の後、地域の大人と生徒とがグループに分かれ、いろいろなテーマで意見交換をおこないまし
た。情報機器の発達により、顔を見ながら語り合う機会が少なくなっている昨今、世代を超えた交流が実現しま
した。地域の方からは、『中学生と話ができて良かった。』『一人ひとりしっかりした意見を持っている。』『子ども
達の夢も聞かせてもらった。とても楽しい時間を過ごせた。』などの感想が寄せられました。また、最初は少々
緊張気味に見えた生徒たちですが、時間が経つにつれ打ち解け、自然に笑顔がこぼれ、自分の言葉で本音を
語ってくれました。
　地域の大人と子供の信頼関係は、お互いを知ることから始まります。
　今回のふれあいトークで生徒たちも多くのことを学び、感じ取ってくれたことと思います。これからも地域と生
徒の絆を深めるために、コミュニケーションを深める活動を継続したいと考えています。
　御参加頂きました地域の皆様、ご協力ありがとうございました！

「ふれあいトーク大宅中」を開催しました 



◆25年度の活動報告
●子ども安全パトロール

6月～2月の毎月第3土曜日　14時、20時、22時に実施。

●小中合同パトロール

夏休みパトロール（8/19）、冬休みパトロール（12/24中P単独）

●地生連総会

大宅中学校にて開催。（7/10）

●家庭地域教育学級（年2回開催）

第2回（12/8）「生き方について考える」　～全ての子どもたちの未来のために～

講師　前修学院小学校長・上賀茂幼稚園園長　伊藤　喜昌　先生

●大宅子ども安全パトロール隊交流会

第1回（10/24）　大宅中学校吹奏楽部演奏。ブロック分散会。

第2回（2/23）「大宅学区の犯罪情勢」 椥辻交番 前原係長

●パトロール隊啓発活動

小中学校の参観日にティッシュと啓発ちらしを配布して啓発活動を実施

大宅中学校参観日（6/13）　大宅小学校参観日（5/2４）

●その他

京都市地域生徒指導連絡協議会総会（7/10）　（2/23）

◆活動を通じて学区内の気づきが寄せられました！　（大宅子ども安全パトロール隊交流会より）

◇ 交通ルールについて
・無灯火での自転車走行やスマホを使いながら、信号無視。左側通行の徹底。

・ 子供だけではなく、大人も急いでいたりしてマナーを守れる人が少ない。

・ 時間帯規制の中、車は通らなくなったが、バイクが通るときがある。

◇ 危険個所

◇ 非行、犯罪への巻込まれ防止
　 ・ 自転車盗難が多いので２ロックしてほしい。（山科警察より）

・ ５～６時頃性的犯罪が多い。子ども達は犯罪を見かけたらすぐ知らせるよう、話してもらいたい。（山科警察より）

・ 深夜に関わらず、コンビニ・ファミレスに小さな子どもを連れている。

・中学生・高校生が喫煙している。

・子どもが何かあった時駆け込める場所があれば良い。

◇ グッド・ポイント！
　 ・ この頃は子ども達の行儀も良く、挨拶も出来ている。とても気持ちが良い。

　
◆冬休みパトロール・パトロール隊交流会

第1回（6/2）　講師　京都市教育委員会　生徒指導課指導主事　大曽根　好宏　様

・ 一本道のセブンイレブンの駐車場を抜け道にしている。一時停止がなく危険。

ご協力いただける方は、大宅中学校（573-3067）・大宅小学校（591-0015）までご連絡ください。

・公園の木々が照明を遮っている。枝切りをして公園をもっと明るく。

・新奈良街道を走る車のスピードが速くて危険。

・ 奈良街道の（小学校に入る信号の北側）横断歩道前で車が止まらない。

★★ 大宅こどもパトロール隊員　随時募集中 ★★

 ≪皆さまよりいただきましたご意見は自治連合会、交通安全対策協議会、防犯推進委員協議会など
　　地域諸団体とともに協議し、山科警察署や関係各所への改善を申し入れてまいります。≫

　大宅子ども安全パトロール隊の趣旨に賛同していただきご協力いただける方を募集しています。


